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政
権
は
９
月
に
召
集
し
た
が
、な

ん
と
所
信
表
明
や
代
表
質
問
な
し

の
解
散
。憲
法
　
条
の
召
集
要
求

無
視
の
明
確
な
憲
法
違
反
で
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
解
散
権
の
乱

用
。安
倍
首
相
は
　
年「
消
費
税

解
散
」、
　
年「
国
難
突
破
？
」解

散
。だ
が
、党
利
党
略
。憲
法
上
解

散
権
が
認
め
ら
れ
る
が
、明
ら
か

に
濫
用
に
は
制
限
が
必
要
で
す
。

【
解
釈
変
更
、揺
ら
ぐ
法
の
支
配
】

　
こ
れ
ま
で
集
団
的
自
衛
権
行
使

は
認
め
ら
れ
な
い
と
の
政
府
解
釈

を
、安
倍
政
権
は　

年
７
月
の

身
内
だ
け
の
閣
議
決
定
で
、「
認
め

ら
れ
る
」と
解
釈
変
更
。さ
ら
に
安

保
法
制（
戦
争
法
）を
強
行
採
決
。

し
か
も
、内
閣
法
制
局
長
官
を
、集

団
的
自
衛
権
容
認
の
元
外
務
官
僚

そ
の
手
段
と
し
て
憲
法
に
明
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
昨
年
２
月
に
発
覚
し
た

陸
上
自
衛
隊
の
南
ス
ー
ダ
ン
へ
の

Ｐ
Ｋ
Ｏ
の
日
報
隠
ぺい
も
し
か
り
。

防
衛
省
は
そ
の
後
公
開
し
た
が
、

日
報
に
は「
戦
闘
」と
の
記
載
が
多

数
。「
戦
闘
」が
起
き
て
い
れ
ば
、派

遣
は
当
然
憲
法
９
条
違
反
。日
報

隠
ぺい
も
重
大
な
憲
法
違
反
で
す
。

【
召
集
要
求「
無
視
」、解
散
権
乱
用
】

　

憲
法
違
反
の
国
会
軽
視
が
極

ま
っ
た
の
は
、昨
年
９
月
の
臨
時
国

会
冒
頭
解
散
。野
党
は
森
友
・
加

計
学
園
を
め
ぐ
る
疑
惑
な
ど
の
審

議
を
求
め
て
憲
法　

条
に
基
づ
き

６
月
に
国
会
召
集
を
要
求
。安
倍

　
安
倍
首
相
が
２
０
２
０
年
の
新

憲
法
施
行
を
仰
々
し
く
打
ち
出
し

て
か
ら
１
年
。安
倍
首
相
の
政
権

運
営
は
そ
の
憲
法
に
か
な
っ
て
い

る
か
、私
た
ち
市
民
は
し
っ
か
り

チ
ェッ
ク
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
国
会
の
国
政
調
査
権
の
妨
害
】

　
先
ず
森
友
学
園
の
改
ざ
ん
公
文

書
を
国
会
に
提
出
し
た
行
為
。首

相
が
指
揮
監
督
す
る
行
政
機
関

が
、憲
法　

条
が
国
会
に
認
め
た

国
政
調
査
権
を
妨

害
し
た
こ

と
に
な
り

ま
す
。憲
法　

条
３

項
は
、国
会
に
は
行
政
を
監
督
す

る
権
限
が
あ
り
、国
政
調
査
権
は

に
交
代
さ
せ
、蓄
積
の
閣
法
制
局

の
権
威
の
失
墜
さ
せ
ま
し
た
。

　
憲
法
　
条
で
違
憲
審
査
権
を
持

つ
最
高
裁
の
砂
川
事
件
判
例
も
、

恣
意
的
に
解
釈
し
、集
団
的
自
衛

権
合
憲
の
根
拠
と
し
ま
し
た
。

【
メ
デ
ィ
ア
威
圧
、市
民
社
会
に
影
響
】

　
表
現
の
自
由
を
定
め
た
憲
法　

条
、と
り
わ
け「
報
道
の
自
由
」に

対
す
る
安
部
政
権
の
威
圧
が
際
立

ち
ま
す
。メ
デ
ィ
ア
に
衆
院
選
報
道

の「
公
平
中
立
、公
正
の
確
保
」の

文
書
送
付
や
高
市
総
務
相（
当

時
）は
　
年
２
月
の
国
会
で
、政
治

的
公
平
性
を
欠
く
場
合
、放
送
法

４
条
違
反
で
電
波
停
止
を
命
じ
る

と
言
及
。市
民
の
知
る
権
利
や
表

現
の
自
由
が
危
機
に
ひ
ん
し
て
い

ま
す
。こ
れ
全
て
憲
法
違
反
で
す
！

　

安
倍
政
治
の
暴
走
に
ス
ト
ッ
プ
を

か
け
よ
う
と「
戦
争
さ
せ
な
い
、９
条

壊
す
な
！
５
・
３
兵
庫
憲
法
集
会
」が

５
月
３
日（
祝
）午
後
、神
戸
三
宮
東
遊

園
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。県
下
か

ら
9
0
0
0
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

「
虹
の
会
さ
ん
だ
」も
約　

名
で
こ
の

憲
法
集
会
に
参
加
し
、元
町
ま
で「
戦

争
さ
せ
な
い
、９
条
壊
す
な
！
」を
街

行
く
人
に
届
け
な
が
ら
元
気
に
明
る

く
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

　

高
石
と
も
や
さ
ん
の
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
に
始
ま
り
、主
催
者
の
羽
柴
修

弁
護
士
が「
安
倍
政
権
は
憲
法
９
条

を
か
え
、戦
争
す
る
国
づ
く
り
を
す
す

め
て
い
る
、改
憲
許
さ
な
い
声
を
上
げ

よ
う
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。メ
イ
ン

ス
ピ
ー
カ
ー
は
講
談
師 

神
田
香
織
さ

ん
。原
発
か
ら
憲
法
、核
兵
器
廃
絶
に

つ
い
て
痛
快
に
語
り
ま
し
た
。「
憲
法

守
っ
て
世
界
に
広
め
よ
う
！
」。

市民と野党をつなぐ三田の会（略称：虹の会さんだ）
虹の会さんだNEWS
Blog▶http://rainbowsanda170422.hatenablog.com　Twitter▶https://twitter.com/sandaniji17422
編集・発行　虹の会さんだ事務局　連絡先：正木 tel.090-1589-2626

vol.112018年5月号

20

62

66

53
1414

17

81

21

16

個人の尊厳を守り、立憲主義回復
と安保法制廃止を目指す市民の会

「
戦
争
さ
せ
な
い
、９
条
壊
す
な
！

５
・
３
兵
庫
憲
法
集
会
」に
参
加

憲
法
を
守
ら
な
い
安
倍
首
相
！

そ
れ
で
も「
安
倍
改
憲
」に
賛
成
で
す
か
。

5月14日衆院予算委で、野党の玉木共同代表の質問中、自席から発言する安
倍首相と麻生財務相。麻生氏のヤジで委員会が紛糾。究極の政治劣化の象徴
の二人の政治家。彼らが権力の中枢に居座る日本の不思議！

出典：5月3日朝日新聞より／問われる統治のかたち　首相の改憲訴求足元はの特集記事より編集

出典：図版は5月3日朝日新聞より／安倍一強と言
われる所以は内閣府の権限強化と人事掌握で官僚
を思いのままに動かすという独裁そのもの。政治
的無関心が独裁を許す結果に。

出典：5月2日朝日新聞より／安倍政権のも
とで憲法改正を実現することに「反対」は
58％（昨年50％）、「賛成」は30％（同38％）で、
昨年調査よりも「反対」が増え、「賛成」が
減った。安倍首相の9条1項、2項を維持して
自衛隊の存在を明記する改正案には、「反
対」53％が「賛成」39％を上回る結果に。

Q.  安部政権のもとでの憲法改正に…

Q.  いまの憲法を…

Q.  安倍首相の9条改正案に…

賛成

変える
必要がある

変える
必要はない

その他、答えないは省略

反対

賛成 反対

2017年

2018年 

2018年 

2018年 

2017年

30%

38% 50%

58%

44%

41% 50%

39% 53%

49%

安倍首相、
憲法の勉強が
足りませんネ!!



■「『
セ
ク
ハ
ラ
罪
』と
い
う
罪
は

な
い
」を
繰
り
返
す
麻
生
氏
発
言
。

（
5
／　
の
閣
議
後
記
者
会
見
） 人

権
意
識
ゼ
ロ
。後
に
撤
回
し
た
が
、

「
財
務
次
官
、は
め
ら
れ
た
可
能
性

は
否
定
で
き
な
い
」の
主
張
は
撤
回

せ
ず
。も
う
、こ
の
人
終
わ
っ
て
ま
す
。

■
加
計
問
題「
ど
ん
な
国
政
上
の
意

味
あ
る
の
か
」公
明・山
口
氏
発
言
。

（
朝
日
5
／
11
）行
政
プ
ロ
セ
ス
が
歪

め
ら
れ
た
事
実
無
視
の
驚
き
発
言
。

山
口
氏
自
ら
嘘
つ
き
政
権
擁
護
。

■
拉
致
問
題「
な
ぜ
日
本
は
直
接

言
っ
て
こ
な
い
の
か
」に
生
出
演・

安
倍
首
相
の
発
言
。（
プ
ラ
イ
ム

ニ
ュ
ー
ス 

・フ
ジ
テ
レ
ビ
5
／
11
）

〝
…
え
ー
金
正
恩
委
員
長
に
直
接
、

と
言
う
事
、で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す

ト
ン
チ
ン
カ
ン
返
答
に
、北
朝
鮮
問

題「
蚊
帳
の
外
」で
焦
り
が
明
白
。

■
安
倍
首
相
が
集
中
審
議
で
前
川

前
次
官
の
発
言
を
捏
造
！（
国
会

5
／
14
）「
前
川
も
京
産
大
は
熟
度

が
十
分
で
な
い
、加
計
し
か
な
い
と
認

め
た
」。前
川
氏
に
そ
ん
な
発
言
な
し
。

　
こ
れ
1
週
間
の
出
来
事
。知
性
堕

落
、モ
ラ
ル
崩
壊
の
オ
ン
パ
レ
！
日

本
の
ト
ッ
プ
安
部
首
相
は
ウ
ソ
が
常

態
化
。政
治
は
危
険
領
域
突
入
！

は
保
身
と
利
益
を
追
求
す
る
存
在

と
堕
し
、政
治
を
行
う
資
格
な
ど

あ
り
ま
せ
ん
。政
治
は
国
民
の
も
の

で
す
。腐
敗
し
た
安
倍
政
権
の
継

続
は
、国
民
の
生
命
や
生
活
を
破

綻
に
導
く
も
の
で
す
。今
こ
そ
国
民

が『
安
倍
政
権
打
倒
』の
声
を
上
げ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。民
主
主

義
を
機
能
さ
せ
る
の
は
世
論
で
す
。

一
刻
も
早
く
政
治
を
国
民
の
手
に
、

取
り
戻
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
国
の
統
治
機
構
は
完
全
に
腐
り

き
っ
て
い
ま
す
。ど
ん
な
ウ
ソ
や
卑
劣
な
行

為
も
、権
力
側
に
い
る
こ
と
で
許
さ
れ
る
と

不
遜
に
も
確
信
し
て
い
ま
す
。彼
ら
に
は
戦

後
国
民
が
手
に
し
た
立
憲
主
義
や
民
主
主

義
、そ
し
て
何
よ
り
人
権
の
尊
重
な
ど
の
価

値
観
は
、毛
頭
あ
り
ま
せ
ん
。国
民
は
こ
の

一
連
の
不
祥
事
も
す
ぐ
に
忘
れ
る
と
、バ
カ

に
し
た
態
度
を
と
り
続
け
て
い
ま
す
。彼
ら

　
「
市
民
と
野
党
を
つ
な
ぐ
三
田
の

会
」（
略
称
：
虹
の
会
さ
ん
だ
）は
結
成

1
年
、そ
れ
を
記
念
し
て
4
月　
日
に

「
野
党
と
市
民
の
共
闘
」の
市
民
運
動

を
実
践
す
る
団
体
代
表
を
招
い
て
シ

ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。政

治
に
市
民
が
か
か
わ
る
こ
と
の
重
要

性
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
は
な
く
、安
保

法
制
廃
止
や
立
憲
主
義
回
復
で
ま
と

ま
れ
る
共
通
認
識
を
持
つ
こ
と
が
重

要
と
の
指
摘
。ま
た
、選
挙
を
身
近
に

す
る
た
め
の
仮
装
や
選
挙
ポ
ス
タ
ー

な
ど
の
工
夫
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
総
じ
て
若
者
の
投

票
率
が
高
い
。そ
れ
は
政
治
や
社
会
に

つ
い
て
興
味
や
議
論
が
自
由
に
で
き

る
背
景
、つ
ま
り
主
権
者
教
育
が
な
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
大
き
い
。我
が
国
は

政
治
の
話
は
タ
ブ
ー
の
風
潮
。が
、市

民
運
動
は
そ
れ
を
変
え
る
役
目
も
に

な
っ
て
い
る
は
ず
。来
年
夏
は
参
院

選
、三
田
市
民
の
参
加
待
っ
て
ま
す
。

会
員
J
・
K
さ
ん
の
辺
野
古
の
米
軍

キ
ャ
ン
プ・
シ
ュ
ワ
ブ
前
の
４
月　

日

（
月
）〜　

日（
土
）の
抗
議
行
動
参
加

の
記
事
で
す
。辺
野
古
へ
行
き
、初
め

て
座
り
込
み
に
参
加
。初
日
は
、朝
か

ら
午
後
2
時
頃
ま
で
基
地
内
に
建
築

資
材
搬
入
ダ
ン
プ
カ
ー
を
阻
止
。翌
日

は
大
量
の
機
動
隊
員
に
よ
り
、座
り
込

み
市
民
は
強
制
排
除
さ
れ
ま
し
た
。

国
土
の　
％
の
沖
縄
に
、74
％
も
の
米

軍
基
地
を
押
し
付
け
る
現
状
に
申
し

訳
な
く
思
い
ま
す
。初
日
か
ら
の
４
日

間
で
、約
5
5
0
台
の
ダ
ン
プ
を
阻
止

で
き
ま
し
た
。参
加
者
は
連
日

6
0
0
〜
8
0
0
人
で
、東
京・大
阪・

千
葉・長
野・石
川
な
ど
様
々
で
、度
々

の
参
加
者
も
大
勢
。最
終
日
は
、「
4
・

　

県
民
屈
辱
の
日
を
忘
れ
な
い
県
民

集
会
」が
あ
り
、1
5
0
0
人
も
の
人

が
集
ま
り
、工
事
は
ス
ト
ッ
プ
し
ま
し

た
。こ
れ
以
上
、沖
縄
に
基
地
は
絶
対

に
作
ら
せ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

※
1
9
5
2
年
４
月　

日
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
講
和
条
約
が
発
効
し
、日
本
と
切
り
離
さ
れ

た
こ
と
か
ら「
屈
辱
の
日
」と
呼
ば
れ
て
い
る
。
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安
倍
政
権
で
深
刻
化
す
る

フ
ェ
イ
ク（
嘘
）の
常
態
化

世
論
を
舐
め
き
っ
た
安
倍
政
治
に

安
倍
政
権
N
O
!
の
声
を

「
虹
の
会
さ
ん
だ
」1
周
年
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
開
催

「
辺
野
古
ゲ
ー
ト
前
連
続
６
日
間

５
０
０
人
集
中
行
動
」参
加
報
告

安倍政治、このまま続けさせますか
安倍政権の常軌を逸した一連の政治腐敗は、つまるところ全て安倍首相個人に原因がある。。

面会日は2015年4月2日。それ以前に安倍首相と加計理事長は会食
し、当時の下村文科大臣の「加計けしからん」発言への対応を相談。
安倍首相は計画を知った時期についても、加計が国家戦略特区の
事業者に決まった「17年1月20日」と答弁。ホント？このつじつま
合わせに柳瀬氏がウソをつく構図。（図表は朝日新聞・5月12日）　

講師は右よりミナセン尼崎共同代表・弘川さん、野党は共
闘！西宮・芦屋市民の会（準備会）事務局長・樫村さん、明石
革新懇・事務局長・石井さん　

車椅子の集中行動参加者。沖縄の民意はどこに。
J.Kさん撮影のカラー写真は後日ブログアップ。

2013年5月、安倍首相、河口湖別荘で加計理事長、「総理が
18年開学期限」と文科省に圧力の萩生田官房副長官〈当
時〉と仲良く記念撮影（下記図表は東京新聞・4月11日）　

愛媛県が柳瀬氏の名刺公開。面会時の愛媛県職員受け取る。期日
もしっかり記録。他に柳瀬氏に説明した文書も公表。「ウソは他
人を巻き込むことになる」と知事。（中村知事記者会見・5月11日）
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